
令和 6年（5 月から 9月）の熱中症による救急搬送状況 

 

１ 熱中症による搬送人員の比較 
 令和 6年 令和 5年 増減 

京都中部広域消防組合 180 161  19 

 

２ 年齢区分別・傷病程度別の救急搬送人員 

  
年齢区分別 

医療機関での初診時に 

おける傷病程度別 搬送人員 

新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者 死亡 重症 中等症 軽症 

5 月    2 1   1 2 3 

6 月   2 2 3   1 6 7 

7 月   5 24 38  1 10 56 67 

8 月   6 19 42   8 59 67 

9 月  2 2 12 20   3 33 36 

合計  2 15 59 104  1 23 156 180 
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